
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

指

導

監

査

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

占

用

を

制

限

す

る

区

域

の

指

定

〃

【

公

告

】

○

落

札

者

等

の

決

定

危

機

管

理

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

令和７年８月２６日 第１２７３０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
号 

介
護
保
険
法
□
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
□
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
□
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
□
た
□ 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

ヘ
ル
パ
□
ス
テ
□
シ
□
ン 

な
く
ら 

２ 

所
在
地 

美
作
市
栄
町
六
八
番
地 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

有
限
会
社
美
作
名
倉
堂 

２ 

所
在
地 

美
作
市
栄
町
七
一―

一 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
七
年
八
月
二
十
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
三
七
〇
〇
四
九
五 

五 

サ
□
ビ
ス
の
種
類 

訪
問
介
護 

 
 

 

令和７年８月２６日　岡山県公報　第１２７３０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
号 

 

森
林
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
□
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

備
前
市
西
片
上
字
城
ケ
谷
二
〇
六
四
の
一 

二 

指
定
の
目
的 

水
源
の
涵か

ん

養 

三 

指
定
施
業
要
件 

 
 

１ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

(1) 

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
□
定
め
な
い
□ 

(2) 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
□
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る 

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
□ 

(3) 

間
伐
に
係
る
森
林
は
□
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

２ 

立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
備
前
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦 

覧
に
供
す
る
□
□ 

令和７年８月２６日　岡山県公報　第１２７３０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
号 

 
 

道
路
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
□ 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
□
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
□ 

 
 
 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

坂
辺
吉
井
線 

三 

道
路
の
区
域 

  

   

赤
磐
市
山
手
字
和
田
山
一
二
四
七
番
一
地
先
か

ら 赤
磐
市
山
手
字
大
原
一
二
四
五
番
一
一
地
先
を

経
て 

赤
磐
市
山
手
字
大
原
一
二
六
〇
番
七
地
先
ま
で 

赤
磐
市
山
手
字
和
田
山
一
二
四
七
番
一
地
先
か

ら 赤
磐
市
山
手
字
大
原
一
二
六
〇
番
七
地
先
ま
で 

赤
磐
市
山
手
字
和
田
山
一
二
四
七
番
一
地
先
か

ら 赤
磐
市
山
手
字
大
原
一
二
四
五
番
一
一
地
先
を

経
て 

赤
磐
市
山
手
字
大
原
一
二
六
〇
番
七
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 
新
旧

別 

五
・
〇
□ 

一
八
・
六 

三
・
二
□ 

一
四
・
一 

五
・
〇
□ 

一
八
・
六 

幅 
 

 

員 

□
メ
□
ト
ル
□ 

一
〇
八
・
九 

一
八
四
・
七 

一
〇
八
・
九 

延 
 

 

長 

□
メ
□
ト
ル
□ 

令和７年８月２６日　岡山県公報　第１２７３０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
九
号 

道
路
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
道
路
の
占
用

を
制
限
す
る
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
□ 

そ
の
関
係
図
面
は
□
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
□ 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

指
定
す
る
道
路
の
種
類
□
路
線
名
及
び
占
用
を
制
限
す
る
区
域 

二 

占
用
の
制
限
の
対
象
と
す
る
物
件 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
□
四
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設

に
よ
る
も
の
を
除
く
□
□
□
た
だ
し
□
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
□
当
該

道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
□
こ
の
限
り

で
な
い
□ 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
□
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

     

  

一
般
国
道 

 

道
路
の
種
類 

三
一
三
号 

 

路
線
名 

高
梁
市
落
合
町
阿
部
字
井
谷
二
六
九
五
番
七
地
先
か
ら 

高
梁
市
落
合
町
阿
部
字
井
谷
二
四
〇
七
番
三
地
先
ま
で 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

令和７年８月２６日　岡山県公報　第１２７３０号



□
三
七
二
□
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
□
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
□
に
基
づ
き
□
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
□
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

調
達
件
名 

 
 

岡
山
県
高
度
防
災
情
報
ネ
□
ト
ワ
□
ク
整
備
事
業
通
信
基
盤
整
備
工
事 

二 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

岡
山
県
危
機
管
理
課 

 
 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

三 

落
札
者
を
決
定
し
た
日 

 
 

令
和
七
年
八
月
八
日 

四 

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

岡
山
県
高
度
防
災
情
報
ネ
□
ト
ワ
□
ク
整
備
事
業
通
信
基
盤
整
備
工
事
日
本
無
線
・
山
陽
電
子
工 

業
建
設
工
事
共
同
企
業
体 

 
 

岡
山
市
北
区
西
古
松
一
丁
目
一
六
番
一
号 

五 

予
定
価
格 

 
 

二
□
八
二
七
□
二
四
〇
□
〇
〇
〇
円
□
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
除
く
□
□ 

六 

調
査
基
準
価
格 

 
 

二
□
五
九
四
□
八
〇
〇
□
〇
〇
〇
円
□
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
除
く
□
□ 

七 

落
札
金
額 

 
 

二
□
七
二
〇
□
〇
〇
〇
□
〇
〇
〇
円
□
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
除
く
□
□ 

八 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続 

 
 

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札 

九 

入
札
公
告
日 

 
 

令
和
七
年
六
月
三
日 

 

令和７年８月２６日　岡山県公報　第１２７３０号



□
三
七
三
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

苫
田
郡
鏡
野
町
沢
田

及
び
沖
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
八
月
十
五
日
か
ら
同

年
十
二
月
八
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和７年８月２６日　岡山県公報　第１２７３０号



□
三
七
四
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
真
備
町
辻
田

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
道
路
設
計
□
基
準
点
測 

量
□
路
線
測
量
及
び
現
地
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
八
月
十
八
日
か
ら
令

和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和７年８月２６日　岡山県公報　第１２７３０号



□
三
七
五
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
中
央
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
路
線
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
八
月
十
四
日
か
ら
令

和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和７年８月２６日　岡山県公報　第１２７３０号



□
三
七
六
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

赤
磐
市
周
匝
□
福
田

及
び
黒
沢
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
用
地
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
八
月
七
日
か
ら
同
年

十
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和７年８月２６日　岡山県公報　第１２７３０号


